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ごあいさつ

4月からの新職員紹介

松元 隆司先生
TAKASHI MATSUMOTO
教員養成学科　専任教員
【資格】 はり師・きゅう師・
あん摩マッサージ指圧師
JSPO公認アスレティックトレーナー

あはき免許取得後、長年プロ野球界をはじめ
スポーツ業界にて選手やチームのケアに携わ
らせていただき、その後は教育者として教鞭
をとってまいりました。本校との縁も深く、これ
まで非常勤講師として教員養成学科生への指
導をはじめスポーツ界で培ってきた経験を学
生たちに伝えさせていただいておりました
が、4月より教員養成学科の専任教員として、
さらに多くの時間を本校学生に指導する機会
をいただきましたので、日々新しい刺激と力を
いただきながら、そのエネルギーを糧に私も
まだまだ歩みを重ねていきたいと感じていま
す。同窓会の皆様におかれましても、今後とも
ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

山根 太治先生
TAIJI YAMANE
AT専攻　専任教員
【資格】
はり師・きゅう師・
JSPO公認アスレティックトレーナー

振り返れば35年前。本校入学時にはア
スレティックトレーナー（AT）を目指し、
アメリカに渡ることを夢見ていました。
卒業後その夢は現実のものとなり、ラグ
ビーの世界でトレーナーとして活動し、
その後他校でAT教育に携わり後進の
育成に努めてきました。還暦を迎えた
年に母校がAT専攻をスタートさせると
聞き及び、微力ながら何かお力添えが
できればと馳せ参じました。鍼灸師や柔
道整復師がATを併せ持つ価値を高め
るべく尽力して参ります。スポーツに関
わる卒業生の皆様におかれましては、ご
支援のほど何卒お願い申し上げます。

中島 康敦先生
YASUATSU NAKAJIMA
鍼灸学科　専任教員
【資格】
はり師・きゅう師

2006年に鍼灸学科、2008年に教員
養成学科を卒業いたしました。新潟、京
都の専門学校で教鞭を執り、この度20
年ぶりに母校へ戻り教壇に立つことと
なりました。創立101年目という新た
な一歩を刻む年に、歴史ある本校で教
育に携われることを光栄に感じると共
に、身の引き締まる思いです。諸先輩
方が築かれた伝統を大切にし、次代を
担う学生のために粉骨砕身努力して参
ります。同窓生の皆様、今後とも変わら
ぬご指導、ご鞭撻を賜りますよう心よ
りお願い申し上げます。

杉本 直子先生
NAOKO SUGIMOTO
鍼灸学科　専任教員
【資格】
はり師・きゅう師・
柔道整復師

地元である愛媛県の河原医療福祉専
門学校で柔道整復師・鍼灸師の資格を
取得後、愛媛県で開業しました。その
後、本校の教員養成学科に進学しなが
ら、柔道整復師の専科教員免許も取得
いたしました。教員養成学科卒業後は
他大学にて柔整学科教員として勤務
したのち、本年４月より本校鍼灸学科
教員として採用いただきました。まだ
まだ教員経験が未熟ではございます
が、精一杯取り組んで参りますので、
ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い
申し上げます。

　会員の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び
申し上げます。平素は本会活動に対し、格別のご支援とご協
力を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年11月に学院創立100周年記念式典および祝賀会
を挙行いたしました。西脇京都府知事、南丹市長をはじめと
する多数のご来賓、関係者約340名と共に、この大きな節目
を盛大に祝うことができました。これも偏に卒業生をはじめ
とする皆様方の長年にわたる温かいお支えの賜物と、改めて
深く感謝申し上げます。
　さて、母校を取り巻く環境に目を向けますと、今春の専門
学校入学生は118名と定員充足には至らず、また、国家試験

合格率においても一部課題を残す結果となりました。いずれ
も来年度の改善に向け教職員一丸となって全力を注いでまい
ります。一方、新たな取り組みに関しては専門学校、大学と
もに本年度より、国内プロスポーツ界で「必須級」の信頼性
を有する日本スポーツ協会公認のアスレティックトレーナー
（JSPO-AT）の取得を目指せる制度を開始しました。加えて
大学の救急救命学科においては、専門学校内に大阪サテライ
トキャンパスを開設し、通学負担の軽減と柔軟な学びの場を
提供しています。さらには2027年４月に農学部食農エコロ
ジー学科（仮称）の開設を予定しています。
　最後に私事ですが、間もなく同窓会会長の任期満了を迎え
ます。2010年の就任以来、同窓会事業において最も印象深い
のは、2024年に実施した「学校・大学同窓会合同 学院創立
100周年記念講演会・懇親会」です。約300名の卒業生が医療
人として活躍する近況を誇らしく語りあう姿はもちろんのこ
と、何より皆様の深い学院愛に接し胸が熱くなる思いでした。 
　これからも本学院が皆様にとって誇れる母校であり続ける
よう、私自身も精一杯努めてまいります。今後とも変わらぬ
ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

学校法人明治東洋医学院  理事長
明治東洋医学院専門学校  同窓会  会長

谷 口　和 彦
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　各エリアでの支部研修会については、各支部長と調整を行い、詳細を決めさせていただきます。決まりましたら、
改めて同窓会ホームページ等でお知らせいたしますので、是非ともご参加の程、お願いいたします。

支部総会・研修会

明友会 近畿ブロック（京都・奈良・滋賀・兵庫・大阪・和歌山）　
　［９月13日（日）滋賀担当／於 G-NETしが（予定）］

明柔会 東近畿・西近畿ブロック（京都・奈良・滋賀・兵庫・大阪・和歌山）
　［９月27日（日）奈良担当／於 橿原オークホテル］

明友会・明柔会合同
　東海支部　　［愛知県］
　北信越支部　［福井担当］
　中国ブロック［岡山担当］
　四国ブロック［愛媛担当］
　九州支部　　［12月12日（土）・13日（日）佐賀担当］

明理会について
　このたび、明理会（理療科同窓会）はより充実した活動を行うため、明友会（鍼灸学科同窓会）と
合併いたしました。これまで別々に行ってきた取り組みを統合することで、研修会や交流の機会を
さらに広げ、皆さまにとってさらに参加しやすい同窓会を目指していきます。

　今年度に開催いたします、各会研修会等開催日程を次のとおりご案内いたします。昨年度同様に、来校しての会場
聴講およびご自宅からのオンライン（Web）聴講のハイブリッド方式で計画してまいります。
　なお、今後、研修会詳細・オンライン聴講の有無などは、同窓会ホームページにて随時更新してまいります。参加
申し込みについても、ホームページの「申込フォーム」またはお電話にて受付いたしますので、ご確認ください。
　ご多用とは存じますが、ぜひ皆様お誘い合わせの上、ご参加を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 研修会詳細・

申込フォーム

研修会詳細
はこちら

令和９年（2027年度）の明友会・明柔会 合同総会については令和９年６月27日（日）を予定しています。

　令和８年度　明友会・明柔会 合同総会を下記のとおり開催いたします。
　つきましては、ご出席いただけます場合には、同窓会ホームページ「研修会」画面の申込フォームより、お申し込みください。
　なお、ビデオ会議システムZOOMを用いたオンラインによる総会参加も受付けさせていただきますので、ご都合の良い参加方法を
ご選択の上、お申し込みください。

時　　間：午後12時30分～12時55分
会　　場：明治東洋医学院専門学校
申　　込：同窓会ホームページ「研修会」画面の
　　　　　申込フォーム、または、スマホからQR
　　　　　コードを読み込み、申込してください。

開催日：令和８年６月28日（日）
１．学校同窓会会長挨拶
2．学校同窓会役員等永年表彰
3．令和７年度 事業報告及び会計報告について（明友会・明柔会・明理会）
4．令和８年度 事業計画及び予算について（明友会・明柔会）
5．その他

〈総会の主な内容〉※オンライン参加申込可

申込フォーム

令和8年度 明友会・明柔会 合同総会のご案内

令和8年度 明友会・明柔会 研修会および支部研修会等のご案内

研修会
明友会明友会 会場：明治東洋医学院専門学校

日 時：令和８年８月23日（日）13：00～16：10

明柔会明柔会 会場：明治東洋医学院専門学校

日 時：令和８年10月18日（日）13：00～15：35
　　　（懇親会16：30～18：30予定）

第48回学術大会・懇親会

日 時：令和９年２月28日（日）13：00～16：10
研修会

 第1部   特別講演
　 　  『明日からの臨床が変わる
　　 　 ：低出力レーザー（LLLT）による効果的な疼痛マネジメント』
　　 　 講師　明治国際医療大学保健医療学部柔道整復学科 教授　澤田　規 先生
 第2部   研究報告

 第1部 『はり師きゅう師×アスレティックトレーナーとして』
　　 　 講師　明治国際医療大学鍼灸学部講師　今野 壮大 先生（JSPO-AT）
 第2部 『はり師きゅう師×スポーツ系研究者として』
　　 　 講師　明治東洋医学院専門学校鍼灸学科長　谷口 剛志 先生
 第3部   トークセッション／今野 壮大 先生×谷口 剛志 先生

 第1部 『スポーツ現場で磨いた“動き”の診かた
　　　  ～一般患者さんにも効かせる技術と視点～』
　　　  講師　明治東洋医学院専門学校教員　棚原 勝平 先生（柔道整復師・鍼灸師）
 第2部 『スポーツ現場における頭頚部外傷の救急処置』
　　　  講師　明治東洋医学院専門学校教員　山根 太治 先生（JSPO－AT・鍼灸師）

第1回研修会

テーマ： スポーツはりきゅう ～トレーナーとしてスポーツ現場にかかわる～

日 時：令和９年３月７日（日）13：00～16：10

 第1部 『これからのはりきゅうを語ろう
　　　  ：総合診療を含むPrimary Health Care（PHC）と鍼灸（仮）』
　　 　 講師 （公財）未来工学研究所特別研究員　小野 直哉 先生
 第2部   トークセッション／小野 直哉 先生×谷口 剛志 先生

第3回研修会

テーマ： プライマリ・ヘルスケア ～はり師きゅう師として地域にかかわる～

日 時：令和８年11月１日（日）13：00～16：10
第2回研修会

テーマ： 美容はりきゅう ～一流の美容鍼灸師になる方法～（理論編・実践編）
　　 　 講師　株式会社N-Labo 銀座ハリッチ

ごあいさつ

4月からの新職員紹介

松元 隆司先生
TAKASHI MATSUMOTO
教員養成学科　専任教員
【資格】 はり師・きゅう師・
あん摩マッサージ指圧師
JSPO公認アスレティックトレーナー

あはき免許取得後、長年プロ野球界をはじめ
スポーツ業界にて選手やチームのケアに携わ
らせていただき、その後は教育者として教鞭
をとってまいりました。本校との縁も深く、これ
まで非常勤講師として教員養成学科生への指
導をはじめスポーツ界で培ってきた経験を学
生たちに伝えさせていただいておりました
が、4月より教員養成学科の専任教員として、
さらに多くの時間を本校学生に指導する機会
をいただきましたので、日々新しい刺激と力を
いただきながら、そのエネルギーを糧に私も
まだまだ歩みを重ねていきたいと感じていま
す。同窓会の皆様におかれましても、今後とも
ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

山根 太治先生
TAIJI YAMANE
AT専攻　専任教員
【資格】
はり師・きゅう師・
JSPO公認アスレティックトレーナー

振り返れば35年前。本校入学時にはア
スレティックトレーナー（AT）を目指し、
アメリカに渡ることを夢見ていました。
卒業後その夢は現実のものとなり、ラグ
ビーの世界でトレーナーとして活動し、
その後他校でAT教育に携わり後進の
育成に努めてきました。還暦を迎えた
年に母校がAT専攻をスタートさせると
聞き及び、微力ながら何かお力添えが
できればと馳せ参じました。鍼灸師や柔
道整復師がATを併せ持つ価値を高め
るべく尽力して参ります。スポーツに関
わる卒業生の皆様におかれましては、ご
支援のほど何卒お願い申し上げます。

中島 康敦先生
YASUATSU NAKAJIMA
鍼灸学科　専任教員
【資格】
はり師・きゅう師

2006年に鍼灸学科、2008年に教員
養成学科を卒業いたしました。新潟、京
都の専門学校で教鞭を執り、この度20
年ぶりに母校へ戻り教壇に立つことと
なりました。創立101年目という新た
な一歩を刻む年に、歴史ある本校で教
育に携われることを光栄に感じると共
に、身の引き締まる思いです。諸先輩
方が築かれた伝統を大切にし、次代を
担う学生のために粉骨砕身努力して参
ります。同窓生の皆様、今後とも変わら
ぬご指導、ご鞭撻を賜りますよう心よ
りお願い申し上げます。

杉本 直子先生
NAOKO SUGIMOTO
鍼灸学科　専任教員
【資格】
はり師・きゅう師・
柔道整復師

地元である愛媛県の河原医療福祉専
門学校で柔道整復師・鍼灸師の資格を
取得後、愛媛県で開業しました。その
後、本校の教員養成学科に進学しなが
ら、柔道整復師の専科教員免許も取得
いたしました。教員養成学科卒業後は
他大学にて柔整学科教員として勤務
したのち、本年４月より本校鍼灸学科
教員として採用いただきました。まだ
まだ教員経験が未熟ではございます
が、精一杯取り組んで参りますので、
ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い
申し上げます。

　会員の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び
申し上げます。平素は本会活動に対し、格別のご支援とご協
力を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年11月に学院創立100周年記念式典および祝賀会
を挙行いたしました。西脇京都府知事、南丹市長をはじめと
する多数のご来賓、関係者約340名と共に、この大きな節目
を盛大に祝うことができました。これも偏に卒業生をはじめ
とする皆様方の長年にわたる温かいお支えの賜物と、改めて
深く感謝申し上げます。
　さて、母校を取り巻く環境に目を向けますと、今春の専門
学校入学生は118名と定員充足には至らず、また、国家試験

合格率においても一部課題を残す結果となりました。いずれ
も来年度の改善に向け教職員一丸となって全力を注いでまい
ります。一方、新たな取り組みに関しては専門学校、大学と
もに本年度より、国内プロスポーツ界で「必須級」の信頼性
を有する日本スポーツ協会公認のアスレティックトレーナー
（JSPO-AT）の取得を目指せる制度を開始しました。加えて
大学の救急救命学科においては、専門学校内に大阪サテライ
トキャンパスを開設し、通学負担の軽減と柔軟な学びの場を
提供しています。さらには2027年４月に農学部食農エコロ
ジー学科（仮称）の開設を予定しています。
　最後に私事ですが、間もなく同窓会会長の任期満了を迎え
ます。2010年の就任以来、同窓会事業において最も印象深い
のは、2024年に実施した「学校・大学同窓会合同 学院創立
100周年記念講演会・懇親会」です。約300名の卒業生が医療
人として活躍する近況を誇らしく語りあう姿はもちろんのこ
と、何より皆様の深い学院愛に接し胸が熱くなる思いでした。 
　これからも本学院が皆様にとって誇れる母校であり続ける
よう、私自身も精一杯努めてまいります。今後とも変わらぬ
ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

学校法人明治東洋医学院  理事長
明治東洋医学院専門学校  同窓会  会長

谷 口　和 彦

3



会  場 ： 明治東洋医学院専門学校
◆明友会研修会
〈第１回〉 令和７年８月24日（日）／32名
講師 ： 和辻　直先生　 「鍼灸臨床における経絡病証の実際－経脈病の診察と実際－」
講師 ： 建部 陽嗣先生　「鍼灸とファシアとの関係」
〈第２回〉 令和７年１１月２日（日）／28名
講師 ： 門田 智憲先生　「変形性膝関節症の構造と症状の変化、鍼灸介入と運動療法について」
講師 ： 篠原 昭二先生　「経絡治療（臓腑病、経脈病、経筋病の概念）による膝関節の診断と治療」
〈第3回〉 令和８年３月１日（日）／35名
講師 ： 小野 直哉先生　「災害鍼灸：現状と課題」
講師 ： 堀口 正剛先生　「被災地に寄り添う鍼灸の力―熊本地震からDSAM結成、そして未来の災害医療へ―」

◆第47回明柔会学術大会
令和７年10月19日（日）／20名
講師 ： 石川 悠乃先生　「アスレティックトレーナーの現場での課題やそのアプローチ方法について」
講師 ： 松元 隆司先生　「障害予防のコンディショニングについて～AT現場の実態を交えて～」

◆明柔会研修会
令和８年２月22日（日）／32名
講師 ： 神内 伸晃先生　「ガチガチの胸郭」がパフォーマンスを低下させる!?
　　　　　　　　　    ～野球から学ぶ、肩関節可動域の劇的改善アプローチ～」
講師 ： 山田 晃広先生　「プロスポーツ選手も認める腰痛治療専用リンパトリートメント」

◆明理会研修会
〈第１回〉 令和７年８月３日（日）／12名
講師 ： 佐久間 優先生　 「整体指圧基礎編①」
〈第２回〉 令和７年１0月５日（日）／12名
講師 ： 佐久間 優先生　 「整体指圧基礎編②」

◆明友会
東・西近畿ブロック ９月２8日（日）（明治東洋医学院専門学校）
〔研：37名　懇：13名〕
講師：芝山 豊和先生　「チクチク療法（PNST）の理論と実践」
講師：鋤柄　誉先生　 「灸治療院の診療及び活動のご紹介」

東海支部 12月７日（日）（愛知県名古屋市／イオンコンパス名古屋駅前会議室）
〔研：11名　懇：10名〕
講師：脇坂 謙三先生　「腰痛に対する検査と手技について」
講師：宮本　直先生 　「変形性膝関節症患者に対する鍼灸治療」
広島、岡山、山口支部、山陰支部 ２月11日（水・祝）（広島県広島市／広島県柔道整復師会館）
〔研：22名　懇：11名〕
講師：谷口 剛志先生　「スポーツ傷害“肉離れ”はりきゅうによるケア&コンディショニング」
講師：中村 真祥先生　「キネシオテーピングの実用的な使い方～明日からすぐに使えるテーピング術～」
四国支部 ３月８日（日）（香川県綾歌郡／ホテルアネシス瀬戸大橋）
〔研：17名　懇：14名〕
講師：角谷 英治先生　「神経生理学に基づいた鍼灸療法および通電療法」
講師：神内 伸晃先生　「高齢者の脊柱変形とQOL改善～円背（えんぱい）のメカニズム解明と臨床アプローチ～」

◆明友会・明柔会合同
北信越支部 ８月31日（日）
（石川県金沢市／TKPガーデンシティPREMIUM金沢駅西口）
〔研：13名　懇：10名〕
講師：田口 敬太先生　「東洋医学を用いた養生（セルフケア）講座」
講師：糀谷 大和先生　「鍼灸、柔整業界の現状と超音波画像観察の可能性」
九州支部 11月８日（土）・９日（日）
（福岡県糸島市／伊都の湯どころ）
〔研：22名　懇：23名〕
講師：三澤 圭吾先生　「学院の現状について」
講師：伊藤 和憲先生　「これからの医療・健康に必要な養生とは？」

◆明柔会
東・西近畿ブロック ９月２1日（日）（明治東洋医学院専門学校）
〔研：38名　懇：18名〕
講師：中川 達雄先生　「臨床に差がつく“骨盤への新しいアプローチ”（基礎編）」

　総会では、各同窓会の令和６年度事業・決算並び
に令和７年度事業計画・予算について報告が行われ
ました。総会終了後は、研修会を実施いたしました。

総 会
　同日には、お亡くなりになられた学校
関係者の方々を悼み、献花台を設置い
たしました。ご来場の皆様には、祭壇に
ご献花を賜りましたことを、ご報告させ
ていただきます。

物故者追悼法要
昨年6月29日（日）、明治東洋医学院専門学校において、明友会、明柔会、明理会共催による全体同窓会が開催されました。その結果を報告いたします。

令和7年度 全体同窓会総会・研修会および物故者追悼法要の報告

クラス同窓会開催報告

同窓会親睦旅行のご報告およびご案内

「医療は何の為にあるのか―哲平診療所の取り組みー」
 講師　哲平診療所　院長　上杉　哲平 先生

研修会テーマ

<令和8年度　周年クラス同窓会対象卒業年>
    平成28年卒（10周年）、平成18年卒（20周年）、平成8年卒（30周年）、昭和61年卒（40周年）、昭和51年卒（50周年）

<令和7年度　クラス同窓会実施クラス>
平成15年卒業　第１柔整学科……………………… １月11日（日）
平成24年卒業　第2鍼灸学科……………………… ４月19日（土）
令和６年卒業　第１柔整学科（午前・午後クラス）… ６月 ７日（土）

　例年幅広い年代の卒業生の方にご参加いただく同窓会親睦旅行は昨年度令和 8年 1 月 24 日
（土）～ 25 日（日）に和歌山県にて、湯浅醤油有限会社の九曜蔵見学、和歌山マリーナシティ黒潮
市場にて浜焼きBBQを楽しむ 1泊 2日の旅行を実施いたしました。
　なお、より気軽に交流いただける場を設けるため、今年度は宿泊を伴わない懇親会の実施を
計画しております。詳細が決まり次第ホームページにてご案内させていただきます。

日　程　令和９年１月23日（土）　　場　所　兵庫県三宮周辺（予定）

令和７年度 明友会・明柔会・明理会研修会活動報告

令和７年度 明友会・明柔会支部活動報告

クラス同窓会を開催されるにあたり、学校同窓会より補助金が支給されます。節目の年を迎えたクラスは、この機会にぜひ“周年記念クラス会”を企画してみませんか？
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2026年4月新カリキュラムを始動　～変化する時代に、進化する学び～

母校の未来は、卒業生の力でつくられる ～令和8年度 入学生のご報告～

　変化する時代に、進化する学びを実現するため、教育内容を常にアップデートし、社会のニーズに応える実践的な教育カリキュラ
ムを今年度より始動しました。
　新カリキュラムでは、変化に対応できる実践的かつ高い専門性の知識とスキルを身につけることを重視しています。そして臨床現
場で求められる判断力や対応力を育むため、現場で活き
る臨床力を磨く教育を徹底。さらに、ICTを積極的に活用
し、デジタル時代にふさわしい学習環境を整えること
で、学びの質と効率を大きく高めています。

医療系国家資格×アスレティックトレーナーの取得が目指せるAT専攻クラスがスタート！
　新カリキュラムのスタートとともに、鍼灸学科・柔整学科在籍中の2年間（学科の１年次・２年次に併修）に日本スポーツ協会公認
アスレティックトレーナー（JSPO-AT）資格を目指すことができるAT専攻クラスが始動しました。
　医療系国家資格とスポーツ専門資格を併せ持つこと
で、選手のケアから競技力向上まで幅広く関わることが
できます。経験豊富な講師陣から学び、３年で医療系国
家資格とAT資格のＷライセンスを取得することで、即戦
力として活躍できるトレーナーを目指します。

　令和８年度入学式を無事に執り行い、鍼灸学科・柔整学科・教員養成
学科あわせて118名の新入生を迎えることができました。未来の医療・
スポーツ分野を担う若い力が集ってくれたことを、大きな喜びとして受
け止めています。
　一方で、皆さまが日々の現場で感じておられるように、接骨院・鍼灸
院を取り巻く保険請求の厳格化や医療制度の変化、そして深刻な少子化
の影響により、専門学校を取り巻く環境は厳しさを増しています。本校
も例外ではなく、安定した学生確保や教育環境の維持に課題を抱えてい
ます。
　その中で、卒業生の皆さまからの受験生紹介や「私の臨床セミナー」
へのご協力は、母校にとって大きな支えとなっています。また、同窓会
活動への参加や研修会・学び直しの場へのご参加は、母校の活性化と運
営を支える重要な基盤となっています。幅広い世代の卒業生が関わり続
けてくださることが、後輩たちの学びの場を守る力になります。
　お知り合いに鍼灸師・柔道整復師・スポーツトレーナーを志す方がい
らっしゃいましたら、ぜひ母校をご紹介ください。そして、同窓会行事
や研修会にも、引き続きご参加いただければ幸いです。
　皆さまの温かいご支援が、母校の未来を支えます。今後ともどうぞよ
ろしくお願い申し上げます。

<AT専攻併修>

対象クラス：鍼灸学科・柔整学科　昼間部Ⅰ（午前クラス）
授 業 時 間：9:20～16:10　※週に1回程度19:30まで現場実習あり
履 修 期 間：各学科3年制のうち2年間併修
　　　　　　※各学科の1年次・2年次に併修

［令和8年度生　募集定員および入学者数］

　なお、令和９年度生学校案内・募集要項をご希望の
場合は、「入試事務室」までご連絡ください。

学　　科 募集定員
90名
60名
20名

入学者数
78名
24名
16名

鍼灸学科（昼間部・夜間部）
柔整学科（昼間部）
教員養成学科

新しいカリキュラムの主なポイント

実技・実習授業を強化した実践力重視の学び

専門性を深める科目の必修化により幅広い
分野・キャリアを見据えた知識とスキルの修得

全クラスICT×オンデマンド授業導入による
学習効率と学習環境の拡大

AT専攻併修の学びのポイント

校内附属スポーツ施設（フットサルコート・トレーニングジム）
での充実した現場体験

最新の測定・分析機材やICTを活用した演習

段階的な現場実習を実施

会  場 ： 明治東洋医学院専門学校
◆明友会研修会
〈第１回〉 令和７年８月24日（日）／32名
講師 ： 和辻　直先生　 「鍼灸臨床における経絡病証の実際－経脈病の診察と実際－」
講師 ： 建部 陽嗣先生　「鍼灸とファシアとの関係」
〈第２回〉 令和７年１１月２日（日）／28名
講師 ： 門田 智憲先生　「変形性膝関節症の構造と症状の変化、鍼灸介入と運動療法について」
講師 ： 篠原 昭二先生　「経絡治療（臓腑病、経脈病、経筋病の概念）による膝関節の診断と治療」
〈第3回〉 令和８年３月１日（日）／35名
講師 ： 小野 直哉先生　「災害鍼灸：現状と課題」
講師 ： 堀口 正剛先生　「被災地に寄り添う鍼灸の力―熊本地震からDSAM結成、そして未来の災害医療へ―」

◆第47回明柔会学術大会
令和７年10月19日（日）／20名
講師 ： 石川 悠乃先生　「アスレティックトレーナーの現場での課題やそのアプローチ方法について」
講師 ： 松元 隆司先生　「障害予防のコンディショニングについて～AT現場の実態を交えて～」

◆明柔会研修会
令和８年２月22日（日）／32名
講師 ： 神内 伸晃先生　「ガチガチの胸郭」がパフォーマンスを低下させる!?
　　　　　　　　　    ～野球から学ぶ、肩関節可動域の劇的改善アプローチ～」
講師 ： 山田 晃広先生　「プロスポーツ選手も認める腰痛治療専用リンパトリートメント」

◆明理会研修会
〈第１回〉 令和７年８月３日（日）／12名
講師 ： 佐久間 優先生　 「整体指圧基礎編①」
〈第２回〉 令和７年１0月５日（日）／12名
講師 ： 佐久間 優先生　 「整体指圧基礎編②」

◆明友会
東・西近畿ブロック ９月２8日（日）（明治東洋医学院専門学校）
〔研：37名　懇：13名〕
講師：芝山 豊和先生　「チクチク療法（PNST）の理論と実践」
講師：鋤柄　誉先生　 「灸治療院の診療及び活動のご紹介」

東海支部 12月７日（日）（愛知県名古屋市／イオンコンパス名古屋駅前会議室）
〔研：11名　懇：10名〕
講師：脇坂 謙三先生　「腰痛に対する検査と手技について」
講師：宮本　直先生 　「変形性膝関節症患者に対する鍼灸治療」
広島、岡山、山口支部、山陰支部 ２月11日（水・祝）（広島県広島市／広島県柔道整復師会館）
〔研：22名　懇：11名〕
講師：谷口 剛志先生　「スポーツ傷害“肉離れ”はりきゅうによるケア&コンディショニング」
講師：中村 真祥先生　「キネシオテーピングの実用的な使い方～明日からすぐに使えるテーピング術～」
四国支部 ３月８日（日）（香川県綾歌郡／ホテルアネシス瀬戸大橋）
〔研：17名　懇：14名〕
講師：角谷 英治先生　「神経生理学に基づいた鍼灸療法および通電療法」
講師：神内 伸晃先生　「高齢者の脊柱変形とQOL改善～円背（えんぱい）のメカニズム解明と臨床アプローチ～」

◆明友会・明柔会合同
北信越支部 ８月31日（日）
（石川県金沢市／TKPガーデンシティPREMIUM金沢駅西口）
〔研：13名　懇：10名〕
講師：田口 敬太先生　「東洋医学を用いた養生（セルフケア）講座」
講師：糀谷 大和先生　「鍼灸、柔整業界の現状と超音波画像観察の可能性」
九州支部 11月８日（土）・９日（日）
（福岡県糸島市／伊都の湯どころ）
〔研：22名　懇：23名〕
講師：三澤 圭吾先生　「学院の現状について」
講師：伊藤 和憲先生　「これからの医療・健康に必要な養生とは？」

◆明柔会
東・西近畿ブロック ９月２1日（日）（明治東洋医学院専門学校）
〔研：38名　懇：18名〕
講師：中川 達雄先生　「臨床に差がつく“骨盤への新しいアプローチ”（基礎編）」

　総会では、各同窓会の令和６年度事業・決算並び
に令和７年度事業計画・予算について報告が行われ
ました。総会終了後は、研修会を実施いたしました。

総 会
　同日には、お亡くなりになられた学校
関係者の方々を悼み、献花台を設置い
たしました。ご来場の皆様には、祭壇に
ご献花を賜りましたことを、ご報告させ
ていただきます。

物故者追悼法要
昨年6月29日（日）、明治東洋医学院専門学校において、明友会、明柔会、明理会共催による全体同窓会が開催されました。その結果を報告いたします。

令和7年度 全体同窓会総会・研修会および物故者追悼法要の報告

クラス同窓会開催報告

同窓会親睦旅行のご報告およびご案内

「医療は何の為にあるのか―哲平診療所の取り組みー」
 講師　哲平診療所　院長　上杉　哲平 先生

研修会テーマ

<令和8年度　周年クラス同窓会対象卒業年>
    平成28年卒（10周年）、平成18年卒（20周年）、平成8年卒（30周年）、昭和61年卒（40周年）、昭和51年卒（50周年）

<令和7年度　クラス同窓会実施クラス>
平成15年卒業　第１柔整学科……………………… １月11日（日）
平成24年卒業　第2鍼灸学科……………………… ４月19日（土）
令和６年卒業　第１柔整学科（午前・午後クラス）… ６月 ７日（土）

　例年幅広い年代の卒業生の方にご参加いただく同窓会親睦旅行は昨年度令和 8年 1 月 24 日
（土）～ 25 日（日）に和歌山県にて、湯浅醤油有限会社の九曜蔵見学、和歌山マリーナシティ黒潮
市場にて浜焼きBBQを楽しむ 1泊 2日の旅行を実施いたしました。
　なお、より気軽に交流いただける場を設けるため、今年度は宿泊を伴わない懇親会の実施を
計画しております。詳細が決まり次第ホームページにてご案内させていただきます。

日　程　令和９年１月23日（土）　　場　所　兵庫県三宮周辺（予定）

令和７年度 明友会・明柔会・明理会研修会活動報告

令和７年度 明友会・明柔会支部活動報告

クラス同窓会を開催されるにあたり、学校同窓会より補助金が支給されます。節目の年を迎えたクラスは、この機会にぜひ“周年記念クラス会”を企画してみませんか？
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100年の歩みを力に、次の100年へ。
　創立100周年を迎えた2025年、学院は新たな時代への一歩を踏み出しました。記念式典をはじめ、同窓会事業、スポーツ・文化事
業、記念誌の発刊、教育環境整備、新学部設置計画など、未来を見据えた多様な取り組みを展開しました。これらの事業には、1年前
から多くの卒業生や教職員が関わり、準備を支えてくださいました。100年の歴史を礎に、学院はこれからも挑戦を続けます。
　本ページでは、その一年の歩みをご報告します。

学院News

　式典には西脇京都府知事、西村南丹市長をはじめ多数のご来賓の方々と学院関係者
を含め約340名が一堂に会し、学院の節目を共に祝いました。来賓の方々からはご祝辞
を賜り、学院が果たしてきた社会的役割や地域への貢献について温かいお言葉を頂戴
しました。
　続く祝賀会では、京都明徳高等学校吹奏楽部の皆様による華やかな演奏と出席者に
よる鏡開きで開宴しました。会場では交流が深められるとともに、スライドショーの
上映を通じて、学院の100周年の歩みを振り返り、今後への思いを一つにするひととき
となりました。
　創立100周年という大きな節目を迎え、建学の精神のもと、学院の歴史と伝統を次世
代へ継承し、さらなる飛躍を誓う一日となりました。

　大学の卒業生である「たには会」・「やわらぎ会」、専門学校
の卒業生である「明友会」「明柔会」「明理会」が主催となり、
翌年迎える100周年に先駆け、同窓生が集い懇親を深め、明治を
次世代へと繋いでいくことを目的として企画され当日は約300名
の卒業生に参加いただきました。

学院創立100周年記念式典・祝賀会
2025年11月30日（日）／ホテルグランヴィア京都

式典等

100周年記念講演会・懇親会
2024年10月13日（日）／大阪ガーデンパレス同窓会

事業 100周年記念講演会
2025年6月22日（日）／明治国際医療大学

文化事業

スポーツ
事業

「学院の軌跡」／矢野　忠 先生
「学院の現状と未来」／谷口 和彦 理事長
「日米のトレーニングの取り組み方の違い」
  ／藪　恵壹 氏
「ヘルスコンディションニング
  ～治せる治療者から治る身体を作る治療者～」／伊藤 和憲 先生

　学生アスリートの競技力向上と、安全で充実したトレーニング
環境の提供を目的に、環境の整備を進めてまいりました。硬式野
球場ブルペン施設の新設、サッ
カー場人工芝の全面改修はすべ
て完了し、引き続き、硬式野球
場の新設に向けた計画を継続的
に推進しております。

大学スポーツ施設の整備

　これまでの歩みをまとめた記念誌
「創立100年のあゆみ」をデジタル
ブックとして発刊いたしました。
　本記念誌では、学院の100年のあゆ
みを振り返るとともに、過去10年に亘
る大学等の教育、研究、臨床の現在、
社会および教育研究分野での貢献など
を取り纏めておりますので、是非ご一
読いただければ幸いです。

　明治国際医療大学と大学の卒業生である「なごみ会」・「救明
会」が主催となり、創立100周年を迎えて、明治を次世代へと繋
いでいくことを目的として企画され、当日は第１部約130名、第
２部約230名の方にご参加いただきました。

　2015年にスタートした「スポーツ振興プロジェクト」は、2025
年に10周年を迎えました。これを記念して開催された10周年記念
大会には、近畿・東海地区
から22校・205人の高校生
が参加し、男女ミニ駅伝、
女子柔道団体戦、女子剣道
団体戦の３競技で熱戦が繰
り広げられました。

スポーツ振興10周年記念大会MEIJIカップ
2025年3月9日（日）／明治国際医療大学

　高校生や指導者、本学関係者など約150名が
出席し、10年目を迎えた「スポーツ振興プロ
ジェクト」の記念講演会を開催いたしました。

スポーツ振興10周年記念講演会
2025年11月30日（日）／ホテルグランヴィア京都

「大学の将来展望について」
　／勝見 泰和 先生
「環境と社会をつなぐ食農からの
  新しい研究地域づくり
  ─京都・南丹からの発信─」
　／秋津 元輝 先生
「医療従事者が持つべき精力善用・自他共栄の心」／三上 靖夫 先生
「医療系職業人としてのアイデンティティとは」／平出　敦 先生

「学生野球における部活動指導について～指導の根本にあるものとは～」
大阪桐蔭高等学校 野球部監督　西谷 浩一 氏

100周年記念誌の発刊

教育環境
設備事業

新学部の設置計画

QRコードよりデジタルブックを
ご覧いただけます。

農学部 食農エコロジー学科（仮称）開設予定
（設置認可申請中）

2027年4月
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同窓会からのお知らせ

大学News

学長就任あいさつ

―京都丹波を再耕する。―
「食」と「農」で、いのちとちいきを支える人材へ。

　本年４月１日付で明治国際医療大学学長を拝命いたしました。明治東洋医学院専門学校同窓会の皆様に
おかれましては、日頃より本法人の運営、教育活動にご理解とご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
　明治東洋医学院専門学校は、長年にわたり東洋医学を基盤とした実践的教育を通じて、多くの優れた人
材を社会に送り出してこられました。その歩みとご功績に対し、心より敬意を表します。専門学校におけ
る実践知と、大学における学術的探究は、それぞれの立場から医療の発展に寄与するものであり、相互に
補完し合う関係にあります。明治国際医療大学は、歴史と伝統に基づく研究・教育機関として、明治東洋
医学院専門学校とともに優秀な人材育成に取り組んでまいります。
　少子化が進む中にあって、高等教育機関を取り巻く環境は大きく変化しております。受験生に選ばれ続
ける教育機関であるためには、教育の質の向上と魅力の発信に不断に取り組んでいくことが重要と考えて
おります。これまでの歩みを大切にしながら、社会に求められる人材の育成と研究の充実に努め、皆様と
ともに歩んでまいります。引き続き、同窓会の皆様のご指導とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　独立開業セミナーの一環として、後輩の育成と同
窓会活動の活性化のため、卒業生の先生方に講師を
お願いし、土曜日または日曜日を利用し、在校生（準
会員）を対象とした「同窓生が語る私の臨床」セミ
ナーを開講しております。
　今年度も引き続き、講師を募集させていただきま
すので、在校生との交流を図るとともに、在校生の
知識と技術向上、同窓会活動の活性化にご協力賜り
ますようお願い申し上げます。
　詳しくは学校事務局までお問い合わせください。

同窓生の経験談や臨床技能を在校生へ。同窓生が語る「私の臨床」セミナー

　このアプリは、卒業生の皆様を対象として、最
新の研修会情報や同窓会からのお知らせなどを、
「プッシュ通知」でいち早くお知らせいたします。
　また、研修会の申込もホームページからだけで
なく、アプリからも申込いただくことができます。
ぜひ、ダウンロードいただき、ご活用ください。

同窓会公式アプリのご案内
　昨年のテーマは「完全燃笑 ─ 躍動する情熱 ─」。クラス模擬店や野菜販売
をはじめ、ステージでは、在校生参加によるクラス対抗借り物競争や来場いた
だいた皆様に楽しんでいただける○×クイズ、屋内フットサルコートでは寿祭
フットサル大会が行われました。卒業生をはじめ近隣の方とのたくさんの出逢
いもあり、笑顔溢れる大盛り上がりの１日となりました。
　今年度も次の日程で開催いたしますので、恩
師を含め同窓生や先輩・後輩との交流を深める
場として、卒業生の皆様もぜひご来場ください。

学園祭「寿祭」のご案内

①同窓会活動の活性化
②在校生の知識、技術の向上を図るとと
もに、在校生、卒業生間の交流

在校生（準会員）

原則、毎月２回（土曜日あるいは日曜日）の開講

（土曜日）
　１コマ目…午後３時～午後４時３０分
　２コマ目…午後４時４０分～午後６時１０分
（日曜日）
　１コマ目…午前１１時～午後０時３０分
　２コマ目…午後１時～午後２時３０分

２コマ完結型のセミナー内容
（講義または演習形式に限る）

①講師料
　11,137円（源泉含む）×２コマ
②交通費（実費支給）
③教材費について、原則として参加者
から徴収といたしますので、できる
だけ費用のかからない講演内容で
お願いします。

講演内容等の選定は、学校教務課及び
学科で検討させていただきます。

講 師 募 集
目　　的

受講対象

開 講 日

開催時間

開催内容

予　　算

そ の 他

明治国際医療大学
学長　三上  靖夫

2027年4月
農学部 食農エコロジー学科（仮称）
開設予定（設置認可申請中）

　「医食同源」の考えのもと、食と農の力で健康と地域社会に貢献する新たな農学部の設置を
計画しています。「医・農・地」を軸に、新たな価値を創造する教育にご期待ください。

農学部の３つのポイント 教室をこえた農学部の学び

１．生態系に根差した有機農業を
　  科学的視点で研究する
２．地域とともに学び、
　  農業から地域再生を実現する
３．農業を、持続可能な食ビジネスへと
　  進化させる

食農
インターン実習

学際的
プロジェクト演習

農場実習 エコロジーと
食農システム入門

食養生論

◀iPhone
　（App Store）

◀Android
　（Google Play） 日程：令和８年10月25日（日）第30回 寿祭

この引換券を1F事務局までお持ちください。
卒業生のみご利用いただけます。（在校生不可）

第30回 寿祭

模 擬 店
300円引換券
令和8年10月25日当日有効

キ
リ
ト
リ

キ リ ト リ

※設置される学部・学科の名称や内容などは予定につき、変更となる場合があります。

い　　　　の　　　　ち
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入学試験のお知らせ　令和９年度生募集
　本校の令和９年度生募集の入学試験ならびにオープンキャンパスを次の日程で実施しております。
　入試制度に関しましては、卒業生の皆様が対象となる「ファミリー入試」や、卒業生が推薦される方を対象とし、その受験生様の入学金が半額
減免される「卒業生推薦入試」を設けております。
　鍼灸師または柔道整復師を志す熱意のある方がおられます場合は、是非とも母校をご紹介くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。
　なお、令和９年度学校案内・募集要項をご希望の場合は、「入試事務室」までご連絡ください。

卒業生の皆様が、本校に受験生をご紹介いただき、入学手続きを完了された際に、些少ではございますが、謝礼
（３万円）を差し上げております。なお、ご自身のＷライセンス取得のための入学（学費優遇制度）等、該当しない
場合もございますので、詳細はお問い合わせください。

受験生ご紹介に対する
謝礼について 

令和8年

入学金免除＋授業料半額
大学・短期大学・医療関係職の専門学校（専修課程）で、既に履修された科目の単位を認定
し、その科目の履修を免除する制度により、大卒者・有資格者の方の進学をサポートします。

さまざまな学費サポートで進学を応援します。

対象：学校法人明治東洋医学院設置校の卒業生または在校生

既修得単位認定制度による授業料減免で
大卒者や医療資格取得者を優遇

卒業生が受験される場合、「ファミリー入試」でご受験ください。

学費優遇制度を
適応した学費

2,240,000円３年間合計
420,000円施設設備費（3年間）
1,820,000円授 業 料（3年間）
免除入 学 金

柔整学科

2,370,000円
420,000円

1,950,000円
免除

鍼灸学科

鍼灸学科・柔整学科

卒業生のための学費優遇制度 既修得単位認定制度＊

原則として、夜間部に3年間在籍する社会人学生の授業料を支援します。在学中は
年額10万円×3年間を減免し、３年間の課程修了後、当該年度の国家試験合格者に
はプラス15万円を給付します。

夜間部に働きながら就学する
社会人学生をサポート

就学支援制度＊

在学中30万円（年額10万円×3年間）を減免

本校の鍼灸学科は、厚生労働大臣指定専門実践教育訓練給付の対象講座です。一定の
条件を満たす雇用保険の一般被保険者（在職者）、または一般被保険者であった方（離
職者）が、その講座を受講した場合に、本人が支払った教育訓練経費の最大80%（総額
上限額192万円）がハローワークより支給されます。

教育訓練給付制度（専門実践教育訓練）により、
学納金の最大192万円（上限）が支給される可能性も

教育訓練給付制度

各年、後期の授業料から10万円を減免します。

国家試験合格者に15万円を給付
3年間の課程修了後、当該年度の国家試験合格者に対して給付します。

＋ ＋

大学・短大卒業→本校へ入学の場合

医療大学・短大＆医療系専門学校卒業→本校へ入学の場合

＊学校法人明治東洋医学院設置校の卒業生・在校生は対象外です。

（１）※印の試験日については、平日の夜間に試験を行います。
（２）募集定員を充足した学科については、以後の入学試験を実施いたしません。
（３）高校生AO入試のエントリーは、選考日に審査を行い、合格内定者の
　  出願は９月１日以降とします。また、オープンキャンパス当日にもエント
　 リー可能とし審査を行います。
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令和8年 令和9年
教員養成学科
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日
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日 日

日
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日 日
9/20 10/149/6
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水※水※水※

水※
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日
12/1612/6 2/1712/20

日
1/17

日
2/7

日 日
2/21 3/71/13

高校生AO入試＆
高校生自己推薦入試の
出願資格GET！

高校生
特典

LINEカード or QUOカード
プリペイドカード進呈！

予約
特典

OPEN CAMPUS 2026-2027
入学検定料が半額の
10,000円に！

参加
特典

スマートフォン
から申込む！！
QRコードを
写してみよう！！

ONLINE  INFORMATION

自宅のPC・スマホで参加！

ONLINE  INFORMATION

オンライン
説明会

日程
令和8年

令和9年

10：00～      13：00～（受付開始は30分前）時間

平日にも
学校説明会、
個別相談を

実施しています！

「遠方だからなかなか行けない」「オープンキャンパスの日程が合わない」
方のための、自宅にいながら効率的に情報収集できる「オンライン学校説明会」も開催中！

AM PM

日3/28 AM日3/21 PM日1/17 PM 日2/7 PM 日2/21 PM 日3/7 PM 日3/14 AM

9/6日 PM

7/5日 PM

10/18日 PM

7/26日 AM 8/23日 PM

12/20日 PM

7/19日 PM

10/4日 PM9/20日 PM

AM7/12日
11/1日 PM

8/2日 PM 8/16日 AM

12/6日 PM11/15日 PM

AM8/9日

水※
3/21 3/26

金※日

40万円1年次

40万円2年次

40万円3年次

在学期間中
教育訓練費の50％
（3年間の上限額120万円）

※1年以内に就職
　（一般被保険者として雇用）
　した場合

48万円就職※

卒業後の追加支給
教育訓練費の20％
（上限額48万円）

※受講開始前の賃金と
　比較して5%以上
　上昇した場合

24万円就職※

卒業後の追加支給
教育訓練費の10％
（上限額24万円）

28万円減免「一般教養分野」で修得済みの単位を認定します。

▪はり師・きゅう師・あん摩マッサージ指圧師・柔道整復師 …… 70万円減免
▪理学療法士・作業療法士 ………………………………………… 58万円減免
▪看護師・薬剤師……………………………………………………… 38万円減免
▪その他医療資格 …………………………………………………… 34万円減免

［既修得単位認定科目の減免額］

「基礎分野」「専門基礎分野」で修得済みの単位を認定します。減免額は保有資格により異なります。


